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ヘッドライン　続・化学の理論を高校でどう教えるか
　今回のヘッドラインは 2013 年 12 月号「化学の理論を高校でどう教えるか」の続編であ
る。高等学校の化学は大きく分けて，理論化学，無機化学，有機化学の 3つの領域からなる
が，今回は無機化学や有機化学における理論に重点を置いた解説や発展的な内容について，
高校の現場における指導法の実際を紹介していただいた。
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次号ヘッドライン 化学とつながる職業

　六甲山の南麓，岡本の地に，大正 8（1919）年甲南中学校は開校されました。そ
の後，七年制の旧制高等学校へと発展を遂げますが，日本初の鉄筋コンクリート構
造で建築された校舎は，モダンな学び舎として，当時の教職員にも誇りとされてい
たようです。建物群を代表する 1号館は，戦後も長きにわたりシンボルとして親し
まれてきましたが，平成 7（1995）年，阪神・淡路大震災の折に被害を受けたこと
で解体を余儀なくされました。その後，往時を惜しむ学内外の声に応えるように，
早くも平成 9年には面影を残したかたちで再建され，現在に至っています。

表紙の言葉　甲南大学岡本キャンパス 1号館


